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企
業
財
務
の
あ
り
方
が
、
現
在
、
真
剣
に

問
わ
れ
て
い
る
。

あ
る
日
本
を
代
表
す
る
大
手
メ
ー
カ
ー

は
、
乾
坤
一
擲
の
大
規
模
な
設
備
投
資
に
失

敗
し
て
巨
額
の
赤
字
を
計
上
し
、
大
規
模
な

人
員
整
理
と
資
産
売
却
と
を
迫
ら
れ
て
い

る
。
株
価
が
急
落
し
、
一
旦
は
出
資
を
約
束

し
た
外
国
企
業
が
出
資
条
件
の
見
直
し
を

提
案
し
て
い
る
間
に
、
差
し
迫
っ
て
い
る
社

債
の
償
還
に
現
預
金
残
高
が
充
分
で
は
な

い
こ
と
を
理
由
に
社
債
が
格
下
げ
さ
れ
、
経

営
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
日

本
企
業
の
設
備
投
資
は
総
体
的
に
低
調
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
銀
行
・
保
険
を
除
く

全
産
業
合
計
で
の
利
益
剰
余
金
は
、

二
〇
一
〇
年
度
に
二
九
三
兆
八
八
〇
八
億
円

に
達
し
、
〇
一
年
度
よ
り
約
七
五
％
増
加
し

た
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
〇
一

〜
〇
二
年
度
そ
し
て
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

後
の
〇
八
〜
〇
九
年
度
は
内
部
留
保
が
取
り

崩
さ
れ
て
お
り
、
将
来
の
投
資
の
原
資
が
安

定
的
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。

こ
の
二
つ
の
現
象
は
、
一
見
す
る
と
相
反

す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ど
ち
ら
も
企
業

財
務（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）が

軽
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
帰
結
で
あ
る
。
こ

の
本
が
指
摘
す
る
通
り
、「
財
務
機
能
が
企

画
部
、
経
理
部
、
総
務
部
な
ど
に
バ
ラ
バ
ラ

に
分
散
さ
れ
」、「
財
務
機
能
の
中
心
で
あ
る

Ｃ
Ｆ
Ｏ
が
会
社
の
機
関
と
し
て
は
存
在
し
て

い
な
い
」こ
と
は
日
本
企
業
で
珍
し
く
な
い
。

し
か
し「
財
務
の
根
幹
は
、
将
来
の
事
業

計
画
を
資
金
面
で
支
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」。

そ
の
観
点
か
ら
、
企
業
財
務
が
真
剣
に
問
い

直
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
具
体
的
に

設
定
し
、
そ
れ
を
一
歩
一
歩
、
丁
寧
に
解
説

す
る
の
が
、
こ
の
本
で
あ
る
。

各
章
の
冒
頭
で
は
企
業
財
務
の
具
体
的
な

「
ケ
ー
ス
」が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
経

営
者
あ
る
い
は
Ｃ
Ｆ
Ｏ
の
側
か
ら
の「
質
問
」

が
列
記
さ
れ
る
。
次
に「
補
足
説
明
」で
必

要
な
用
語
が
説
明
さ
れ
た
上
で
、
企
業
財
務

が
専
攻
の
教
授
か
ら
の「
回
答
」が
列
記
さ

れ
る
。
そ
し
て
各
節
の
要
約
と
し
て
、
経
営

者
あ
る
い
は
Ｃ
Ｆ
Ｏ
と
教
授
と
の「
対
話
」が

記
さ
れ
る
。
そ
の「
対
話
」は
、
企
業
財
務
の

知
識
を
活
用
し
て
、
自
分
で
問
題
点
を
見
出

し
解
決
し
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
満
ち
て

い
る
。
説
明
は
極
め
て
丁
寧
か
つ
周
到
で
あ

り
、
ゆ
っ
く
り
読
め
ば
初
学
者
も
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
本
の
章
立
て
は
、
企
業
の
発
展
あ
る

い
は
再
編
の
段
階
を
順
に
追
っ
て
お
り
、
第

一
章「
会
社
設
立
」、第
二
章「
上
場（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）

と
Ｍ
＆
Ａ
」、
第
三
章「
企
業
戦
略
と
ビ
ジ
ネ

ス
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」、
第
四
章「
金
融
・
資

本
市
場
の
動
向
と
資
金
調
達
手
段
の
選

択
」、
第
五
章「
事
業
再
生
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」、

第
六
章「
企
業
の
社
会
的
責
任
」と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
取
り
扱
う
会
社
の
業
種
も
、

食
品
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ー

ビ
ス
、
素
材
、
公
益
事
業（
電
力
）、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
商
社
と
多
岐
に

渡
っ
て
お
り
、
幅
広
い
知
見
を
養
う
こ
と
が

で
き
る
。

企
業
財
務
を
第
一
歩
か
ら
勉
強
す
る
の
な

ら
、「
ま
と
め
」と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
著

者
の
講
演
録「
日
本
版
Ｃ
Ｆ
Ｏ
の
役
割
と
財

務
戦
略
」を
先
に
読
み
、
企
業
財
務
の
全
体

像
を
把
握
し
て
か
ら
、
各
章
を
順
に
読
む
の

が
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
必
要
な
箇
所
は

相
互
に
参
照
さ
れ
て
い
る
の
で
、
興
味
に
応

じ
、ど
の「
ケ
ー
ス
」あ
る
い
は「
補
足
説
明
」

か
ら
で
も
読
み
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
本
の
著
書
は
、
通
産
官
僚
、
米
国
ビ

ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
留
学
、
投
資
銀
行
、
首

相
補
佐
官
付
き
調
査
官
、
そ
し
て
再
び
投
資

銀
行
と
多
彩
な
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
る
の
と

並
行
し
て
、
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル

で
教
授
を
担
当
し
、
実
務
と
学
問
と
の
両
面

か
ら
企
業
財
務
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
。

そ
う
し
た
著
者
の
豊
か
な
見
識
と
経
験
と

が
反
映
さ
れ
た
こ
の
本
は
、
ど
の
箇
所
も
有

益
な
指
摘
に
満
ち
て
い
る
。
と
り
わ
け
第

四
章
で
は
、
電
力
会
社
の
あ
り
方
を
、
資
本

構
成
の
観
点
か
ら
、「
フ
ク
シ
マ
」以
前
と

以
降
と
に
場
面
を
分
け
考
察
し
て
お
り
、
極

め
て
興
味
深
い
。
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